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印
八
九
月
に
於
け
る
I

金

融

市

勘

と

I

號 

一
二
四

跡
の
み
o
,英
蘭
銀
行
の
愍
實
鞏
固
"
新
含
四
圍
に
順
應：

ぐ' 

す
可
く
何
等
の
臨
機
獲
®
を

必

要

^

せ

ざ

る

傅

說

因

襲 

及
大
藏
省
の
實
際
的
常
識
恒
心
は
茲
に
.協
勞
し
て
、
當 

然
に
加
へ
ち
る
可
か
ふ
し
永
久
的
慘
害
を
防
业
し
て
興 

功
を
完
ぅ
し
れ
6

0吾
入
は
今
滿
腹
の
信
賴
を
大
英
國
一 

金
融
の
將
來
に
盤
ぎ
ホ
、筆
を
此
荜
々
の
稿
に
撕
か
ん
。

»

、
史
上
未
會
有
の
大
雛
歐
洲
の
中
旗
に
發
し
て
茲
，

に
五
ケ
'

月
、
此
間
歐
洲
殊
に
英
國
の
緊
急
的
金
融
施I 

設
及
經
過
"

凡
そ
傅
へ
ら
れ
て
，遺
憾
な
き
が
如
し
ど 

雖
も
、
獅
‘
て
熟
視
す
れ
ば
、
开
は
斷
片
的
政
策
の
臚 

列
に
あ
ら
ず
ん
ば
"
輙
ち
零
碎
の
途
說
に
係
る
も
の 

多
く
、
其
統

1

的
政
策
の
眞
親
の
精
稷
れ
る
は
，
恰 

も
歐
洲
戰
局
の
成
敗
の
索
漠
^

し
て
眞
相
の
®
ね
難 

き
に
似
た
6

0

戰
爭
の
茈
紀
は
戰
終
る
の
曉
に
俟
つ
一 

可
し
^

雖
も
、
緊
急
的
經
濟
政
策
觀
の
經
緯
は
今
H
 

に
於
て
最
も
有
利
に
描
寫
せ
&

る
可
し
。
如
何
^
な 

れ
ば
金
融
界
の
薺
謀
善
戰
は
ゝ
開
戰
直
前
後
に
於
て
"

重
®

の
波
調
^

肋
折
5

に
富
:

^
を
例
ど
し
、
隨
て
吾

、
人
の
學
ぶ
可
き
も
の
亦
此
盼
に
最
も
豐
富
な
る
も
の 

ム
あ
れ
ば
な
^V?

#

々
最
近
に
a
菌
せ
る
ゲ
ン
ブ
リ
ッ, 

デ
大
學
ヶ
ー
ン
ヌ
敎
授の
、

遨
に
工
ー
ル
大
學
の
經 

濟
雜
誌
に
寄
せ
た
る
右
の
論
文
は
、
三
®
の
意
味 

'
1

1

は
.同
敎
授
の
近
著
に
し
て
亦
其
マ
グ
ナ
ムe 

ォ
ブ
ー
ス
た
る
’

「

印
度
の
通
貨
及
財
政」

、
0.
敎
授
の 

特
提
が
斯
る
種
類
の
ゴ
ー
チ
ア
ス
結
びg
を
解
く
の 

第
一
人
者
た
る
を
明
徵
す
る
も
の?)
る
こ
ビ
、
ニ
は 

同
敎
授
，の
曩
に
劎
橋
の
經
濟
雜
認
九
月
號
に
揭
げ
れ 

る
"
戰
爭
第
1月
間
に
於
け
る
英
國
の
金
融
上
の
地 

位
を
論
じ
た
な1

篇
ど
本
稿
ど
は
首
尾
相
應
ず
可
き 

■

好
姉
^
!を
爲
せ
る
こ
三
似
本
稿
炉
#
に
其
親 

善
な
る
米
國
の
有
識
：の
爲
に
、
最
も
忠
實
に
英
國
の 

金
融
地
位
を
說
明
せ
ん
ビ
企
圖
せ
る
も
の
た
る
こ
ビ 

——
に
於
て
，
正
に
叙
上
の
需
要
に
應
ず
可
き
名
篇 

た
る
を
覺
ゆ
る
な
ぅ
0
而
て
是
れ
同
時
に
吾
人
が
之 

を
紹
介
し
た
る
所
以
れ.る
も
の
^
す
o

》
C

大
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雄

第
二
耕
地
が
數
ヶ
所
わ
る
場
合
、
前
節
に
述
べ
た 

る
耕
地
が
一
に
限
ら
れ
た
る
場
合
に
は
、
a

に
勞
働
及 

び
資
本
が
充
分
に
使
用
し
得
ら
る
れ
ば
自
足
經
濟
に
於 

て
は
隈
界
收
襪
が
零
に
達
す
る
の
點
ま
で
ゾ
又
交
揚
經 

濟
R.
於
て
は
限
界
®
用
S
限
界
收
襁
ビ
が
等
し
く
な
る 

の
點
ま
で
勞
資
が
投
入
せ
ら
れ
る
ビ
い
ふ
の
事
實
が
行 

は
れ
る
の
み
で
？
未
だ
幾
多
の
限
界
收
欐
が
均
等
に
な 

る
ど
い
ふ
の
事
實
は
現
は
れ
て
m

な
い
o

耕
地
が
數
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所
ホ
る
場
合
に
至
つ
て
始
め
て
數
ヶ
所
の
軿
地
の
各
 々

の
限
界
收
漉
を
比
較
す
る
.こ
S
が
可
能
^
な
*

^
從
つ 

て
本
稿
の
表
題
の
如
き
限
界
收
榄
均
等
の
事
實
が
現
は 

れ
て
來
る
の
で
あ
る
？
而
し
て
之
に
も
亦
二
つ
の
場
合 

が
.あ
る
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K

へ
ば
自
足
經
濟
に
ゎ
つ
て
は
限
界
か
賢
ハ 

め
點
に
於
て
ー
又
交
易
經
濟
に
於
て
は
限
界
的
收
支
の 

相
償
ふ
の
點
に
於
て
"

そ

れ

ぐ

皆

〗

致
し
平
均
し
均 

等
の
實
を
現
は
す
の
で
ゎ
るo

こ
れ
限
界
收
權
が
均
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に
な
る
場
合
の
第
1

T
あ
る
0,
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次

ば

土

地
0.

生
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物

に
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す
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少
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雜錄限

#
放
：餿
均
錤
の
法
則

傲
用
す
る
0
用
な
き
かV

又
は
載
要
は
大
な
る
も
而
も
♦ 

之
杞
應
ず
る
が
爲
に
投
入
す
べ
き
勞
働
及
び
資
本
を
有 

す
る
こ
ビ
極
め
て
少
き
か
の
場
合
で
6
る
？
若
し
事
情 

が
前
蕃
の
如
く
で
3>
れ
ば(
甲)

の
場
合
の
如
く
各
耕
地 

の
耕
作
を
そ
れ
：ぐ
限
界
點
に
逢
す
る
ま
で
集
約
的
な 

ら
し
む
る
の
必
婴
は
な
く
、
若
レ
又
事
情
が
後
著
の
如 

く
で
あ
れ
ば
此
の
點
ま
で
集
約
的
な
ら
し
む
る
こ
ビ
は 

不
可
能
で
あ
る
。
仍
で
問
題
が
起
つ
て
來
る
o
前
*
の 

場
合
に
あ
つ
て
は
*
の
當
時
の
需
翦
に
應
ず
る
が
爲
に 

は
如
何
な
る

方
針
を
以
て
す
れ
ば
勞
働
及
び
資
本
を
要 

す
る
こ
ど
最
も
少
な
き
を
得
る
か
"
後
潜
の
場
合
に
?> 

つ
て
は
如
何
な
る
.方
奸
を
以
て
す
れ
ば
僅
少
有
限
な
る 

勞
働
及
び
資
本
を
以
て
出
來
得
る
限
ぅ
多
大
の
收
獾
を 

擧
げ
得
る
か
、V

J

い
ふ
こ
ビ
是
で
あ
る
。
然
る
に
ー
>£ 

の
收
權
を
得
る
^
/
要
す
る
費
用
を
最
少
な
ら
し
む
る
ビ 

い
ふ
こ
ビ
\

1

宠
の
费
用
を
以
て
最
大
の
收
襁
を
罌 

げ
名
ビ
い
ふ
こ
は
、
結
厨
勞
働
及
び
資
本
を
最
も 

有
效
.に
使
用
す
る
S
い
.ふ
同
.

1

の
斟
柄
で
ゎ
か
ら
、
右

m
s
. 

ニ1

六

の
兩
問
題
に
對
す
芩
解
答
は
突
張
ゲ
同：〗

で
わ
る
。
日 

く
、
'
-定
©
勞
働
及
び
資
本
を
最
も
.有
效
に
使
用
す
ゐ 

の
方
法
は
ノ
凡
て
の
勞
資
を
多
數
耕
地
の
中
の一

の
み 

に
集
中
投
入
す
る
こVJ

で
も
な
く
、
又

(

或
る
特
別
の

\

場
合
を
涂
く
の
外
は)

各
耕
地
に
向
つ
て
均
等
な
る
. ̂

\

量
づ
、
，投
入
す
る
こ
ど
で
も
な
く
、
實
に
各
耕
地
の
限 

职か
い卜
いい
割合
を以
て各
耕地
に
 

\

分
配
投
入
す
る
こ
ビ
に
外
な
ら
な
ぃ
の
で
6
る
0
以
下 

|

例
を
設
け
て
此
の
！
；を
說
明
し
て
見
や
ぅ
o 

|

今
，
甲
乙
丙
丁
の
四
耕
地
あ
甲
地
最
も
肥
沃
に 

!

し
て
乙
地
‘之
，に
次
.ぎ
"
丙
丁
は
順
次
之
に
劣
る
も
の
ミ 

\
し
、
而
し
て
其
の
各
耕
地
に
於
け
る
®
界
收
權
は

の
割
合
を
以
て
遞
次
減
少
す
.る
.も
の
ど
假
定
し
、
Ji
つ 

玆
に
十
六
跟
位
の
勞
資
が
ぁ
.る
ミ
い
ふ
場
合
を
假
想
し

防额'
- - .- • a  U
パ1?  - "»

て
"
其
の
種
々
な
る
投
入
方
法
の
結

*

ビ
し
て
得

ら

る
 

、
收
權
を
比
較
し
て
見
れ
ば
次
の
如
く
に
な
る
o 

.

(A
)

若
し
十
六
單
位
の
勞
資
を
悉
く
唯1

の
耕
地
例 

八
ば
其
の
中
最
も
肥
沃
な
る
甲
地
の
み
に
投
入
す
る
€ 

す
れ
ば
、
之
に
ょ
つ
て
得
ら
る
、
收
襁
は

X 
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+
7
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+
ot
+
4
+
s
+
2
+
x
+
o
+
o
+
o
+
o
+
o
+
O
H
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Qr
t

斑
ち
5£
十
五
で
ぁ
る
り
最
も
肥
沃
な
る
甲
地
で
す
ら 

猶
ほ
且
つ
六
堪
位
の
勞
資
は
徒
截
せ
&
れ
て
居
る
、
況 

や
乙
以
下
の
土
地
杧
於
て
は
觅
に1

層
空
費
が
多
く
な 

纟
從
つ
て
收
榄
總
額
も
減
少
す
る
o

A)
の
方
針
に
ょ

.

つ 

.て
擧
げ
得
る
最
大
收
襁
は
五
十
五
で
ゎ
る
。
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'
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若
し
十
六
單
位
の
勞
資
を
甲
こ
内
丁
の
各
耕
地 

.に
を
れ
<
/
-均等
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四
犁
位
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投
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す
る5
す
れ
ば
、 

±
に
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耕
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あ
6
同1

の

限

界

收

權

遞

鱗

率

を

示

す

も

の

.で

わ

る 

^
い
ふ
特
別
な
場
合
に
於
て
は
'
各
耕
地
に
均
等
の
割 

合
を
以
て
勞
資
を
投
入
す
る
こ
ど
は
即
ち
谷
耕
地
の
限 

界
收
襁
を
均
等
な
ら
し
む
る
や
ぅ
な
割
合
を
以
て
投

入
 

す
る
こ
ど
に
外
な
ら
な
い
の
で
わ
る
か
ら
、
之
は
次
の 

の
場
合V 」

一
致
す
る
。

(C
»
し
各
艰
地
の
限
界
收
權
を
均
等
な
ら
し
め
る 

や
ぅ
な
方
針
を
以
て
甲
に
七
單
位
、
乙
に
五
軍
位
、
丙 

に
三
眾
位
、
丁
に〗

單
位
を
投
入
す
る
ビ
す
れ
ば
"
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つ
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得
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、
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各
耕
地
の
限
界
收
藤
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そ
れ
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限̂
界
毀
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均
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く
な
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勞
燹
が
投
入
ぜ
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限
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均上的地後し 
等の收のが得 
の竦支趿投ら 
鹫るの界入石 
る•一相收仗V 
示點d 獲らだ 
す1こうはれけ

尨れま均各 
る眼でし斜 
m  く地 
取资稃の 
獲がと限 
は投な羿 
均入る收 
等せの狻 
とら點が

の成霑咎の使 
賢ろ丨こ斜勞/H 
か一達地資し 
示踮せのが得 
t 丨こざ趿投ら 
於る界入る 
て以收t£ v 
均前餞らだ 
欲のはれけ

⑴勞 
し货 
得を 
ろ充 
锻分 
合Iこ 
使

m
し資 
得か 
ざ充 
も分 
勘Iこ 
合使

；

.假

足

し'1
2
場

合

で

，
わ
.る

か

ら

._で
あ
，る
o
_
:
眼
界
收
«
.
.均
等
. 

の
法
則
の
現
は
.れ
る
第
二
の
場
合
即
ち
是
れ
o
,

六

.
'

以
上
、.

四
五
の
雨
節
に
於
て
述
べft
所
を
節
単
に
表 

示
す
れ
ば
次
の
如
く
で?>
る
9 . 

.

斜

地

所
な
る
湯
合
駢
地
が

-数
' 
ケ
' 
听
.
.な
.
る叛合

〉

思
ふ
に
人
は
自
兄
經
濟
に
於
て
技
總
收
權
の
大
な
ら 

む
こ

ど

を
欲
し
、
交
：易
經
濟
に
於
て
は
純
收
»
の
大
な 

6
む
こ
ビ
を
欲
す
る
.0
而
し
て
此
0
大
な
る
總
收
m

p
 

大
な
る
純
收
®
を
得
る
.に

當

つ

て

は

"

勞

働

及

び

資

本
 

を
多
大
に
使
用
b
得
る
場
合
に
は
之
を
徒
®
せ
ざ
ら
む

.第
九
卷

(

三.
五

I) 

*雜‘
錄
限

#
：
收_均鹄の法則

r
jミ
.を
力

め

、

多

大

に

使

用

し

得

ざ

る

、場

合

R
は
之
を 

最
も
有
效
に
使
用
せ
む
こ.̂
.を
力
め
る
。
仍
で
耕
作
の. 

集
約
^
度
に
は
1
'SE
.の

限

度

が

劉

さ

る

 

>
.
こ
.
？

\

な 

ぅ

、

勞

資

の

使

用

方

法

に

®
々
の
エ
失
が
加
へ
&
れ
る
，
 

i

>:
f

の
で
あ
石
o
:
,
;
耕
地Q

數
が
多
數
に
上0

た

館
.三
號.：

r

l
九

-

第
允
潘

(

屋〇

)

雜錄限畀漱魏均等の法則 

R

1軍
位
を
投
ず
る
^
ず
れ
ば
其
の
收
玀
は

■ 5
*

M
o
+<p
+.
oo
+-
7
+<o
+
cr
t
+
4
:
+

co
H
5
2

乙 

S 
十 

7
+c>
+
ot
+
4
: 

H30

丙 

g 

+ 

w 

D
l
l

丁 

4 

n
n 

^

'

骱 

97- 

即
も
九
十
七
で
6
る
9

以
上
四
つ
の
場
合
を
比
較
し
て
見
る
に
、
同
じ
十
六 

堪
位
の
勞
働
及
び
資
本
を
同
じ
四
耕
地
に
投
入
す
る

 ̂

し
て
も
、g

の
方
法
に
ょ
れ
ば
僅
か
に
最
大
收
獾
が
五 

十
五
に
過
ぎ
な
い
、g

の
方
法
に
ょ
れ
ば
收
權
は
八
十 

,八
で
?>
っ
て
(1
3
)の
場
合
ょ
り
も
限
界
收
榄
が1

層
均
等 

に
近
づ
い
て
居
る
所
の
^)
の
方
法
に
よ
れ
ば
少
し
く
殖 

え
て
九
十
七
ビ
な
る
ノ
而
し
て
限
界
收
稷
が
全
く
均
等

0

§
 

’

r
I 
八

名
a
用
を
最
小
な
&
し
む
る
' の
方
法
n

3>
る
の
で
ぁ

る
o

.
斯
の
如
く
な
る
が
故
に
、
數
ヶ
所
の
耕
地
を
有
し
、
 

經
驗
化
ょ
つ
て
#
»
⑽
の

:1
度
及
び
限
界
收
*
遞
減
の 

一
割
合
を
知
る
に
至
つ
れ
翁
は
、
勞
働
及
び
資
本
を
有
す 

|

る
こ
^
少
き
か
叉
は
多
く
を
有
す
る
も
之
^
52
处
に
利 

用
す
る
だ
け
の
餘
地
な
き
か
の
場
合
に
於
て
は
、
理
性 

の
導
く
限
h
は
必
ず
斯
る
：最
少
®
用
の
支
出
か
最
大
收 

權
の
獲
得
か
の
方
針
に
--
1
つ
て
勞
資
の
投
入
を
行
ふ
も 

の
で
ゎ
る
か
ら
フ
玆
に
限
界
收
權
均
等
の
舉
實
を
現
は 

す
r
J
V
J
R
な
る
o
此

の

事

は

自

足

經

濟

に

?>
つ

て

も

交 

一
易
經
濟
に
ゎ
つ
て
も
共
に
毫
も
興
な
る
所
は
な
い
。
而 

し
て
其
の
均
等
を
示
す
の
點
&
前
記(

甲
}
の
場
合V

は 

一
異
な
つ
て
、
限
界
收
權
の
零
ど
な
る
點
で
も
な
け
れ
ば 

限
界
收
支
の
相
償
ふ
點
で
も
な
い
"
畏
等
の
耕
作
限
界

'に
な
る
所
の
の
の
方
法
に
ょ
れ
ば
百
の
八
の
總
收
稂
が 

得
ら
れ
る
O

0

T知
る
，、限
界
收
權
の
均
等
ど
な
る
場
合 

に
於
て
總
收
獾
は
最
大
に
達
す
る
こV

J

を
o

是
れ
即
ち 

1

定
の
勞
働
及
び
資
本
の
效
力
を
最
大
な
ら
し
む
る
方 

法
で
办
卜
、
，
'從
つ
て
ヌ
.十
定
0.
'
:收
1

を

：
媒

ぐ

る

'
に

要

す
點
以
上
の
或
る： |

點
に
於
て
均
等
を
示
す
の
で
あ
る
、
 

蓋
し
此
の
場
，合
は
勞
働
及
び
資
本
が
耕
作
を
限
界
點
に 

達

す

る

ま

で

集

約

的

な

ら

し

む

る

比

足

-

な̂

：い

こ

匕

を

_
_
_

,

j
î

? i

I ：I
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雜
錄
限
界
攸
鏺
均
等
の
法
則

場
合
に
於
で「
限
界
收
稷
均
等
.の
法
則
1-

の
行
は
る
、 

i t

至
る
の
は
其
の
結
果
に
外
な
ら
な
い
。
此
の
法
則
の 

行

は

る

>理
由
は
"
人
は
勞
資
を
最
も
有
效
に
使
用
し 

1

宛
の
勞
資
を
以
て
最
大
の
收
韈
を
擧
げ
む
こ
^
を
欲 

.
す
る
も
の
で
わ
る
が
、
恰
も
此
の
法
則
の
敎
ふ
る
所
に 

從
へ
«

實
際
興
の
希
蕻
を
達
し
得
ら
れ
る
も
の
だ
^
い 

ふ
の
點
R

存
す
る
o

即
ち
此
の
法
則
は
股
因
炉
ら
見
て 

も
結
锻
か
&

見
て
も
共
に
收
獲(

自
足
經
濟
に
ぁ
っ
て 

は
總
收
襁
、
交
爲
經
濟
に
ぁ
っ

て

は

純

收
稷)
を
最
大 

な
ら
し
む
る
所
以
の
法
則
で
わ
る
か
ら
し
て
、
之
を
換 

言
し
て「

收
襁
最
大
の
法
則」

呼
ぶ
こV

J

が
出
來
や

铬
11'|號

' 

1

三〇

效
にM

用
す
る
の
方
法
を
示
すy  J

ビ

に
な
る
の
で

P
る
. 

が
.
若
し
之
を
縱
に
立
體
的
時
間
的
に
見
て
長
.期
間
に 

於
け
る

事
相
に
關
聯
せ
し
め
て
#

へ
る
S

き

は

此
の
法 

則
は
.時
の
經
過
S
共
に
行
は
る 

> 農
業
耕
作
發
展
の

 ̂

j

道
並
は
地
代
の
發
生
墦
加
の
筋
道
を
示
す
こ
ビ 

> な 

る
、
ビ

い

ふ

こ

ビ
是
れ
で
?)

る
o 

人
ロ
未
だ
少
く
土
地
生
產
物
に
對
す
る
需
，要
亦
少
き 

間
は
人
は
知
ぅ
得
る
限
办
に
於
て
最
も
胍
妖
な
る
瓜
つ 

最
も
便
利
な
る
土
地
、
前
に
.設
け

れ

例

に

ょ

れ

ば
5
-な 

る
土
地
を
耕
作
す
る
、
而
し
て
勞
資
の
投
入
量
は
未
だ 

極
め
て
.少
，い
.
> 假
令
勞
働
及
び
資
本
が
充
分
に
ぁ
つ
て 

も
生
産
物
の
需
要
少
き
が
爲
に
其
の
之
を
投
入
す
る
分 

量
を
例
へ
ば1

m
位
だ
け
に
止
め
て
置
く 

o然
る
に
人
. 

a
增
加
し
®
要
增
加
す
る
に
從
つ
て
其
の
投
A
量
を
增 

\

加
し
て
ニ
锻
位
ビ
し
三
單
位
€
し
未
だ
耕
作
限
界
點
に 

達
せ
ざ
る
以
上
は
、
M
に
進
ん
で
四
單
位
を
役
す
る
に 

も
至
る
で
ぁ
.ら

ぅ

が

、

若
し
經
營
潘
.が
將
に
第
四
锻
位 

を
投
入
せ
む
^j

す
る
時
^
; #

0
て
.甲
地
よ
6

,
の
限
界
收

七

以
上
を
以
てr

限
界
收
稷
均
等
の
法
則」

の
說
明
は 

終
つ
れ
が
、
猶
ほ
玆
に1

言
附
け
加
へ
て
云
ふ
べ
き
こ 

ど
が
ぁ
る
。
を
れ
は
、「

限
界
收
稷
均
等
の
法
則」

を
橫 

に
平
而
的
空
間
的
に
見
て1

定
時
に
於
け
る
事
相
に
關 

餘
せ
し
め
て
#

へ
る
S

き
は
勞
働
及
び
資
本
を
最
も
有

糨
が
乙
地
な
る
新
耕
地
の
限
界
收
權
よ
.

CS

も
少
く
な
る 

こVJ

を
知
る
に
於
て
は
、E

-

地
に
向
つ
て
四
單
位
全
部 

を
投
人
す
る
こ
ど
な
く
>
甲
地
に
は
三
單
位
に
止
め
て 

第
四
堪
位
目
は
之
を
乙
地
に
投
入
す
る
こ
s

R
な
る
0 

蔻
し
最
後
の
”
堪
位
を
甲
地
に
投
入
し
て
も
爲
に
積
極 

的
に
損
失
を
來
す
こ
ビ
は
な
い
ど
す
る
も
、
之
を
乙
地 

に
投
入
す
れ
ば
甲
地
に
投
入
す
る
よ
.

CN&

一
 

罾
大
な
る 

收
榄
を
擧
げ
得
る
か
ら
で
あ
る
o
即
ち
耕
作
は
此
の
場 

合1

層
集
約
の
度
を
進
む
る
こ
ビ
を
北
め
て
櫥
張
の
方 

嚮
に
向
ふ
こ
ビ
、
な
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
後
® 

ほ
も
需
恶
增
加
す
れ
ば
そ
れ
に
從
つ
て
甲
乙
兩
地
の
限 

界
收
稷
を
均
等
な
ら
し
む
る
や
ぅ
な
方
針
を
持
し
つ
> 

耕
作
限
界
點
に
達
す
る
ま
で
は
漸
次
勞
資
投
入
.
*
を
增 

加
し
て
行
く
で
わ
ら
ぅ
が
、
‘其
の
勞
資
投
入
量
を
增
加 

す
る
こ
^
四
眾
位
に
及
び
\甲
^
五
堪
位
乙
に
三
單
位
、 

合
せ
て
八
®
位
を
投
じ
ね
る
後
、
S
に
進
ん
で
第
九
單 

位
を
投
せ
む
ミ
す
る
に
際
し
、
若
し
第
九
單
位
を
甲
乙 

何
れ
力
の
_

A
ic
投
す
る
こ
s
に
よ
つ
て
得
べ
き
限
界

锻

九

怨(

三
五
.三)

雜
錄
限
界
收
趟
均
等
の
法
則

收
權
が
之
を
丙
な
る
新
耕
地
に
投
じ
•て
得
ら
る
べ
き
限 

界
收
權
ょ
-

も̂
少
く
な
る
こ
ビ
^-
.知
る
に
於
て
は
、
第 

九
單
位
目
の
勞
資
は
甲
2

何
れ
に
も
投
入
せ
&
れ
す
レ 

て
丙
地
に
投
入
せ
ら
るA

こ
^

に
な
る
o

即
ち
玆
に
於 

|

て
も
又
々
集
約
が1

時
停
止
さ
れ
て
擴
張
が
行
は
れ
る 

\

の
で
あ
る
o

j

斯
の
如
ぐ
耕
作
集
終
ょ
6
生
ず
る
限
界
收
稂
が
耕
作 

|

擴

張

ょ

ぅ

坐̂
る

限

界

收

權

ょ

办

も

少

く

な

ら

ぅ

^
^
す 

る
時
に
至
る
每
に
耕
作
の
集
約
は
1
時
其
の
步
み
を
止 

め
て
櫥
張
が
行
は
れ
る
も
の
で
、
集
約
が
或
る
程
度
ま 

で
進
む
^
櫥
張
に
移
シ
、
搬
張
さ
れ
た
る
全
耕
地
の
耕 

作
が
今
一
層
集
敉
的
に
な
.る
こ
^
或
る
程
度
に
至
る
ビ 

き
は
芡
々
擴
張
が
行
は
れ
る
0
故
に
耕
作
は
集
約
擴
_
 

の
爾
方
嚮
の
中
で
其
の
時
々
に
於
て
最
も
有
利
な
る
方
. 

嚮
を
$
ふ
な
が
ら
耕
作
限
界
點
に
：達
す
る
ま
で
末
廣
形 

に
電
光
形
に
進
ん
で
行
く
も
の
で
あ
る
ど
云
ふ

こ
$

が 

出
來
备
P
而
し
て
此
の
事
は
地
代
の
發
生
增
加
を
論
す 

る
に
當
つ
て
決
し
て
看
過
す
ベ
か
&

.I
V
る
前
要
な
る
事

第〗 11

號 

一
3

一
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H
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雜
錄
經
濟
政
策
の
意
餞
躭̂て

柄
で
あ
るO
蓊
し
.
代
の
分
量
は
結
局
優
等
耕
作W

最 

劣

等

耕

作

即

ち

限

界

跳

作

;̂
の

差

額

に

一

致

す
る

傾
向 

を
有
す
る
も
§
な
る
が
故
に
、
此
0.

限
界
耕
作
が
漸
次 

下
降
す
る
に
從
ク
て
縱
の
眼
係
に
於
て
は
擬
等
地
の
一 

層
多
太
な
る
集
約
經
營
を
可
能
な
ら
し
め
以
て
饞
等
■

一
 

地VJ

限
^
耕
作
V
J
0差
を
大
な
ら
し
む
る
ビ
典
に
、
檄

j 

0
.關
係
に
於
て
は
劣
等
地
に
も
始
め
て
斯
る
差
を
生
ず 

る
の
餘
地
を
生
せ
し
め
る
が
&
、
人
ロ
橄
加
に
#*
ぅ

代

\ 

價
騰
貴
の
結
梁
ビ
し
て
縱
の
關
係
に
於
て
は
饞
等
地
の 

地
代
益
々
增
加
し
檄
の
_
係
に
於
て
は
劣
等
地
に
も
地 

代
を
發
生
す
る
S
い
ふ
こV

J
"

即
ち
地
代
の
發
生
增
加| 

の
筋
道
を
示
す
も
の
で
心
厶
か
ら
で
办
る
。

(

四
、

r

一
 

四)
.

前
號
所
贼
の
文
中
锘
一
〇一

K
m九
行
H
以
下『

總
收 

獲

(
7
4
-
6
+
5
=
1
2

丨
赀
用c

5
x
3
h
1
5
)
h

純
傲
蒴3』 

と
ぁ
る
か
哝
1
1
1科
得
'

』

と
耵
1]
*
す
0

第

三

號
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1
1

三

'
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纖

濟

政

策

の

意

義
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就

弋
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山
-本
京
大
肋
敎
授
の
論
文
を
«

む)

r

:

:

松

崎

壽

：

：

經
濟
學
は
單
に
枝
葉
の
問
題
に
就
て
興
論
百
出
す
る 

の
み
な
ら
ず
々
爲
极
本
«

念
に
3>
6

て
も
學
奢
#
々
猶 

る
所
を
異
に
し
"

諸
說
紛
々
'
後
學
遨
を
し
て
殆
ん
ど 

適
從
す
る
所
に
苦
ま
し
む
o

今
本
論
の
主
題
S
せ
る
經 

濟
政
策
な
る
觀
念
の
如
き
も
亦
其
の〗

に
し
て
V

興
正 

當
な
る
意
義
は
勿
論
"
經
濟
學
上
の
地
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